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目的

科学技術の成果

低炭素社会実現へ向けての展開

• 水／1-ブタノール(BuOH)混合溶媒を用いた
温和なオルガノソルブ処理により実バイオマ
スを固体セルロース、ヘミセルロース由来糖、
可溶化リグニンへ高度に分離しました。

• 可溶化リグニンの分画技術を開発し、各分画
成分から樹脂添加剤、樹脂原料芳香族など
を製造しました。

• 各成分に対する一連の要素技術を統合するこ
とで、バイオマスの全量資源化に繋げます。

• 大規模農業地帯などバイオマスが多量に排
出されるフィールドへ技術展開します。

バイオマスからセルロース、ヘミセルロース、リ
グニンを成分分離し、リグニンを中心に各成分
を有用化学物質に転換する技術を開発します。
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